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「エコ・ファーストの約束」を更新

先進のスマートハウス「グリーンファースト ハイブリッド」の普及促進、

2030年までに新築戸建住宅でのCO2差引ゼロ標準化 を明文化
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積水ハウス株式会社（本社：大阪市北区、社長：阿部俊則）は、環境省が創設した「エコ・

ファースト制度※」において、2008年6月24日に「エコ・ファースト企業」として認定を受け、低炭

素社会の実現や、生態系保全、資源循環等に対して積極的に取り組むことを環境大臣に約束し、着実

にその歩みを進めてまいりました。

2012年3月22日に細野豪志環境大臣に対して、2010年度の当該取り組み結果を報告するとともに、

現状を踏まえて「エコ・ファーストの約束」の更新を申告いたしましたので、お知らせいたします。

「エコ・ファーストの約束」更新のポイント

・東日本大震災により、住まいに対する世の中の意識が大きく変化。「安全・安心・健康」や「省エ

ネ」「創エネ」「蓄エネ」への関心が一気に高まったことを受け、

制震構造システム「シーカス」や空気環境配慮仕様「エアキス」、

断熱性や気密性に優れた高品質な住宅に太陽電池や燃料電池を搭載した環境配慮型住宅

「グリーンファースト」、さらに蓄電池を加えた「グリーンファースト ハイブリッド」

の普及により、家庭部門及び事業活動に伴うCO2排出量削減や節電社会の実現を積極的に推進する。

・「グリーンファーストハイブリッド」は、HEMSにより3電池を連動制御する電力供給システムを

備えた先進のスマートハウス。ピーク時間帯の系統電力（電力会社から供給される商用電力）の使

用量を削減して節電社会に貢献するとともに、非常時にも電気のある安心の暮らしを実現する。各

地のまちなみづくりにおいても積極的に導入し、スマートシティやスマートタウンの普及に取り組

んでいく。

・2030年までに新築戸建住宅でのCO2差引ゼロ（CO2オフ住宅）の標準化を目指す。
※2010年度の取り組み結果は、「サステナビリティレポート2011」にて報告済みのため省略。

※「エコ・ファースト制度」とは、
業界のトップランナー企業の環境保全に関する
行動を更に促進していくため、環境省が2008年
からスタートさせた制度で、企業が環境大臣に
対し、地球温暖化対策など、自らの環境保全に
関する取り組みを約束する制度のことを指しま
す。



※ 積水ハウス株式会社が「エコ・ファースト企業」に初回認定されたのは、平成20年6月24日です。


